
質
異
常
症
と
は
、
血
液
中

の
脂
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
状
態
の
こ
と
で
、
動
脈
硬
化

の
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
す
。
従

来
は
「
高
脂
血
症
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
に
出
さ
れ
た

動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
お
い
て
、「
脂
質
異
常
症
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。��
�
�

��
�
�
�
�
�

�
��
�
�
��	
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コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
3
分
の

１
が
食
べ
物
か
ら
作
ら
れ
、
残
り

は
肝
臓
な
ど
の
体
内
で
合
成
さ

れ
ま
す
。
合
成
さ
れ
た
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
、
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ

ン
、
胆
汁
酸（
※
）
の
材
料
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
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��清水 雅代(保健師)
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こ

と
か
ら
、
血
管
を
傷
つ
け
や
す
く
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
の
発
生
リ
ス
ク

が
さ
ら
に
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。��
�
�
�
�
�

　

来
月
は
、
中
性
脂
肪
と
超
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
関
係
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
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肝
臓
に
あ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
体
内
の
細
胞
へ
運
ぶ
役
割

が
、
L
D
L
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
。
細
胞
か
ら
余
分
な
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回
収
し
、
肝
臓

に
戻
す
役
割
が
H
D
L
（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
す
。
し
か

し
、
悪
玉
と
善
玉
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
と
、
血
液
中
に
L
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
余
り
、
酸
化
さ

れ
て
血
管
を
傷
つ
け
る
た
め
、
悪

玉
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
。
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最
近
の
研
究
で
は
、
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
中
で
も
ス
モ
ー

ル
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
超
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
超
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、��
�
�
�
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※これまでは、総コレステロールが高いと治療の対象としてきたが、実際に
心筋梗塞や脳卒中を起こすリスクが高いのはLDL(悪玉)コレステロールが高
い場合であるため、LDLコレステロールの管理が重要視されるようになった。
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